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｢'&気の消費畳で文化の程度が分かる｣とか ｢現在は電

気の時代だ｣と云ぬれる程電気は我々の日常生活に広く

催われております｡ この様に非常に便利な電気ですが､

電気についての正しい知識あるいはなまはんかな知識の

ために火災や感電等の事故がよく起きます｡電完は決し

て恐ろしV,ものでも危険なものでもなく､正しい知識を

もって扱えばこれ程正直で取扱い易いものはありません

q諭 が恐ろしいものと思われるIrlct大の原因は目に見えな

いからだと思いますが､電気は水の流れに似て怠 り水と

比威して考えれば分り易いものです｡水が水道管を通し

て各家庭にくぼられる様に発電所で作られた電気は2本

の紋を通して各家庭払配られます｡2人の電線の中の1本

は'Ji気が発電所に帰るためのものです(下の図)｡ この様

にFLtL気の流れる路は電線ですが電線の太さによって流れ

るfLld;定まってしまいます｡この定まった塩以上の電気

を流すとヒューズが切れたり電線が熱を持 ったりして火

事の原因となります｡普通のJM では大体15-20アンペ

ア付流す事が出きますからこれ以上使う事はさけるべき

です｡

アンペアと云うのは電気の流れる塩ですが､ これは次の

様にして計算すれば自分の家で大体どれ位使 って居るか

と云う事が卦ります｡

アン/ペ7 -
ワット
100

yJ]えは､600r-/ツトのと-タを使用している場合ですと

600
100 - 6アンペアとなります｡

次によく火事の原因となるものは引込線のシヨ-卜で

すJ これは'Eti柱から電線が家に入るILjT･でトタン板や樋等

に触れてショートする場合です｡沖鮎では台風が多V,の

でFiti線が トタン板とか樋にふれる場合が多いので時々引

込紋に注着ける様にして下さいO若しと滋してあるゴム

がすり切れて中の裸線が出ている場合には危険ですから

電気は二本の私､で送られる

配電会社にすぐ知らせる様にして下さV,0

さてこうして配られて来た電気は家庭で邑jkな用途に

使われますが､最も多く使われているのは照 明で しょ

う｡

光 と し て

照明は目的によって色々な方式があり､又明るさも定ま

って参ります｡一般の家庭では白熱電球を使う場合畳1

枚につき_10ワットと大ざつばに考えて良いでしょうU

6畳の部屋には60Wの電球が必要だと云う事になりま

すoLr=qtRもこれ は市絹地の場合で､発電所か ら非常に離

れた場所では60Wの電球を使 っても電圧が低V,ため少

し暗くなります｡又ホコリで真黒になった電球を使 って

いる41･がありますがこれは非常に光の折になりますから

よく描於をしてホコリを払う事が大切です｡この場合ノ､

クキをかけてブランコの棟にふりますと電球の寿命が短

か くなりますから手で虫さえて丁寧に電球やカサを拭く

様にしましよう｡な患､普通の電球は大体1000-15∞時

間程度の寿命です｡

さて次は蛍光灯ですが､これは普通の白熱電球にくら

べると色々なj･lJ点があります｡先ず第1は普通の白熱電

球の約3倍の効率を持 って去り､20ワットの蛍光灯は､

約60ワットの白熱電球に相当する明るさを出しますo

白熱I'al球がこの様に効率が悪いのはエネルギ-が熱とな

って逃げるからです.白熱電球に手を近づけると非常に

熱く感ずる串でも効率が悪V,事が昇りますO次把蛍光灯

の光色ですが､夜蛍光灯の下で見る色と日中見る色とは

かなり違 っております｡併し-現在では色/T工夫がこらさ

れ種 の々日的拓適う様なものが作られておりますから専

門店でよく椎談して;F13う方が良いと恩V,ます.寿命は大

体300C時間位ですが周印の温度によって影響を受けます

蛍光灯は附朗品があり最初の設備費用が白熱ldi球にくら

べて非常に高くつきますが,照明費用は安くなりますの

で尾V,期間の宙を考えてどちらを買うかを定めるpJきで

しょうo(つゞ<) (某栄城朝光)


